
九
州

・
沖
縄
の
自
治
体
は
来
年
度
、
電
力
会
社
の
系

統
電
力
に
依
存
し
な
い

「
分
散
型
電
源
」
の
導
入

・
普

及
に
相
次
ぎ
取
り
組
む
。
宮
崎
県
は
小
水
力
発
電
の
整

備
助
成
制
度
を
創
設
し
、
佐
賀
県
や
福
岡
市
は
来
年
度

予
算
案
で
太
陽
光
発
電
に
関
連
費
用
を
手
厚
く
配
分
し

た
。
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
に
伴
う
電
力
需
給
の

逼
迫
を
受
け
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
て
独
自
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

20■ 2年 (平成24年)3月 ■4日 (水 曜日)｀ヨ ンに 越  渉撃 来寿 蘭

福岡県 は燃料電池など水素エネ

ルギーの普及 にも取 り組む (同

県糸島市の実証実験住宅 )

分
散
型
電
源
に
力
点

饒

魏

蝙

勒

咆

蒻

艤

晰

鶉

翡

蝙

聰

艤

鶉

艤

蒻

鶉

魏

蒻

鶉

蒻

艤

艤

勒

蒻

鶉

勒

翡

蒻

勒

蒻

鶉

勒

蒻

謬

饒

蒻

蝙

鶉

艤

蒻

咆

魏

％

巫

饂

蒻

鰤

艤

鶉

笏

鯰

2012年度の主な分散型電源関連事業

自治体 内  容 予算額

福 岡県 6カ所のダムで河川の
水量調整用の放流水を
使 った中月ヽ水力発電の
導入を検討

ワ
●

JヒブL少卜ITけ 研究会開催などを通 じ
て企業の太陽光発電事
業や同発電設備の部品
開発への参入を促進

人分県 発電関連の新技術 。新
製品を開発する中小企
業に助成

Ｑ
じ

鹿児島県
いちき串
木野市

地元企業などがつくる
太陽光発電事業会社に
出資

鹿児島県
出水市

農業用水を使った小水
力発電設備 1基を設置

3

(注 )単位は百万 円

小
水
力
に
助
成
■
太

宮
崎
県
は
来
年
度
か
ら
５

年
間
、
農
業
用
水
路
に
出
力

１
万
♂
嗜
以
下
の
小
水
力
発

電
な
ど
を
導
入
す
る
市
町
村

な
ど
に
対
し
、
設
計
や
整
備

に
か
か
る
費

用
を
助
成
す

る
。
来
年
度
は
３
５
０
０
万

円
を
用
意
し
、
８
事
業
に
取

り
組
む
計
画
。
同
県
内
に
は

中
山
間
地
域
が
多
く
、
総
延

長
１
万
２
０
０
０

ロ
キ
層
に
及

ぶ
農
業
用
水
路
の
高
低
差
を

活
用
す
る
。
鳥
獣
害
防
止
用

の
電
流
柵
や
街
灯
の
電
源
な

ど
に
使
う
。

沖
縄
県
は
亜
熱
帯
で
離
島

の
多
い
地
域
に
適
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
を
進
め
る
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
が
原
料
の
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
や
藻
類
か
ら

抽
出
し
た
油
分
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
ほ
か
、

屋
上

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
な
ど
を
通
じ
て
建
物

内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
自

足
す
る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
な

ど
に
対
し
い
助
成
金
を
拠
出

す
る
。
予
算
は
総
額
６
億
７

４
０
０
万
円
で
、
助
成
先
は

公
募
に
よ
り
決
め
る
。

住
宅
や
工
場
な
ど
で
導
入

が
進
む
太
陽
光
発
電
に
力
を

入
れ
る
の
は
佐
賀
県
。
来
年

度
予
算
案
で
は
住
宅

へ
の
設

備
設
置
助
成
制
度
を
拡
充

し
、
前
年
度
比
３３
％
増
の
４

億
円
を
計
上
し
た
。
太
陽
光

関
連
産
業
の
育
成
事
業
に
も

９
０
０
万
円
を
充
て
、

「
太

陽
光
王
国
を
目
指
す
」

（古

川
康
知
事
）
。

身
近
な
分
散
型
電
源
で
あ

る
太
陽
光
の
関
連
事
業
に
取

り
組
む
自
治
体
は
多
く
、
福

岡
市
も
３
０
０
０
万
円
を
投

じ
て
同
市
西
区
の
市
有
地
に

出
カ
ー

ガメ
（
ガメ
は
１
０
０
万
）

ヾ
の
発
電
所
を
建
設
す
る
。

設
置
や
運
用
を
九
州
電
力
子

会
社
に
委
託
し
、
投
資
費
用

を
抑
え
る
。
北
九
州
市
は
太

陽
光
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
電
設
備
を
設
置
す
る
企
業

に
設
置
費
用
を
総
額
１
億
円

助
成
す
る
制
度
を
設
け
る
。

原
発
立
地
自
治
体
で
も
分

散
型
電
源
の
導
入

・
普
及
を

模
索
す
る
動
き
が
広
が
る
。

川
内
原
発
が
あ
る
鹿
児
島
県

薩
摩
川
内
市
は
ヽ
太
陽
光
な

ど
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
た
め
の
計
画
策
定
に
３

５
０
０
万
円
を
計
上
“
計
画

に
基
づ
く
将
来
の
街
づ
く
り

に
使
う
基
金

（
１
億
２
０
０

０
万
円
）
も
創
設
す
る
。

太
陽
光
や
風
力
（
水
力
な

ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ほ
か
、
燃
料
電
池
な
ど
を
含

め
た
分
散
型
電
源
は
災
害
時

の
非
常
用
電
源
な
ど
に
役
立

つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
九

州

・
沖
縄
に
は
日
照
や
温
泉

熱
な
ど
に
恵
ま
れ
た
地
域
が

多
く
、
今
後
も
分
散
型
電
源

の
活
用
策
が
増
え
そ
う
だ
。


